
のか

なぜ東大 には

女子が少ない

いまだに2割にとどまる東大の女子学生率。
女子は浪人をしたがらないから、一人暮らしをさせてもらえないから、等々

これまでもその理由については議論されてきました。
しかし、それらが本当に女子率を下げる原因となっていることを

明確に示したデータはまだありません。
私たちは今回、全国の高校2年生約4000人にアンケートを実施し、

どんな原因があるのか、そしてそれらがこの問題にどれほど大きく影響しているのかを
明らかにする試みを行いました。

【調査目的】
高校生の男女間での、大学進学に対する環境や意識の差を調べることで、
東京大学に女子学生が増えない理由を明らかにする

【調査対象】
例年東京大学に5人以上の合格者を輩出していることを基準に選定した
全国97校の高校のうち、調査を承諾した高校に在籍する、
調査開始時点で高校２年生の男女（有効回答数3716件）（男女比1：１）

【調査方法】
Google Formによるインターネット回答または調査票をクラス配布、
回答を記入の上郵送

【調査期間】
2023年2月7日〜4月15日　インターネット回答締め切り

#YCP×polaris 共同調査



女子は、
浪人をしたがらない？1 ◉浪人回避傾向◉

　女子率の低さの原因としてよく挙げられるのが、女子
の「浪人回避傾向」です。
　

　実際、今回の調査でも、特に非首都圏においては高二
の時点ですでに、女子は男子に比べて浪人を避ける傾向
があることが分かりました(p<.001)。
　

　したがって、浪人生の中での女子率は、現役生よりも
さらに下がるため、これが全体としての東大女子率低下
に繋がっていることは明白です。

◉浪人希望度と東大志望度◉　
　また、浪人希望度と、各希望度における高二時点での
東大志望者の割合（※1）においても正の関係が見られま
した。

　したがって、浪人をしたくない人たちは、実際に不合
格になった後に滑り止めの大学に行くというだけでな
く、かなり早い段階で志望校を下げてしまう傾向がある
ことが分かります。

◉保護者の影響◉　
　さらに、保護者に浪人を反対されている人ほど、自身
も浪人回避傾向が強くなる傾向があります(r=.42)。

　

※1「現時点で東京大学を受験したいと考えていますか」
という質問に対し、5段階中3以上をつけた人の割合

女子の浪人希望率は男子より低い！

浪人を希望する人ほど、
東大を志望している人が多い！

2一人暮らしを
させてもらえない？

◉上京忌避傾向の男女差◉　
　東京近郊以外に住んでいる人のみに注目すると、男
子よりも女子の方が大学進学のための上京を躊躇う傾
向にあり(p<.05)、また保護者も、息子と比べて娘のほ
うが、実家に近い大学に行くことをより強く望む傾向
があります(p<.05)。

　また、上京を躊躇う理由として女子は安全面での不
安や金銭的な問題といった具体的な理由を挙げていた
のに対し、男子は「特に理由はない」「地元に残った
方が良いから」といった回答が目立ちました。

◉保護者の影響◉
　さらに、浪人と同様に保護者の、実家に近い大学を
望む傾向と本人の上京を忌避する傾向には相関が見ら
れました(r=.32)。したがって、保護者の、娘に実家か
ら通うことをより強く望む傾向が、そのまま女子の方
が上京を躊躇う傾向に現れていると考えられます。

◉上京忌避傾向と東大志望度◉
　一方、上京忌避度と東大志望者割合には女子におい
て少し負の関係が見られたものの、男子においてはは
っきりとした関係は見られませんでした。上京への躊
躇いが東大を志望する気持ちを直接下げてしまうのは
女子に特有の傾向である可能性があります。

上京への抵抗は女子の方が高い！

上京を避けたいと思う人ほど、
東大志望度が低い！



4自分の学力を
過小評価しがち？

◉学力の自己評価◉
　全国的に、男子よりも女子の方が、実際の学力
に対して自分の学力に対する自己評価が低い、す
なわち自分の学力を過小評価する傾向があります
(p<.001)。

◉学力の自己評価と東大志望度◉
　また、学力の自己評価と東大志望者割合には男
女ともにはっきりと正の関係がありました。

　したがって、女子の自分の学力に対する自信の
なさは、東大女子率の低さに大きな影響を与えて
いると考えられます。（※2）

※2　実際の学力は、「今の自分の成績は学年の中でどのく
らいだと思いますか」「自分の高校にいる人で、東大に入学
できる可能性が高い人はどれくらいだと思いますか」という
二つの質問への回答を組み合わせることで測定し、自己評価
は「あなたが今、東大志望だと仮定します。今後努力すれば
東大に合格できると思いますか」という質問への回答から測
定しました。
自己評価が男女ともに非首都圏よりも首都圏において高くな
っているのは、「どれだけ東大を身近に考えているか」によ
り、東大合格可能性の判断が変わってしまったためと考えら
れます。

学力に自信がある人ほど、
東大を志望する傾向にある！

女子は男子に比べ、客観的な学力に
対する学力の自己評価が低い！
つまり実は目指せるのに私には東大を
目指せないと思っている女子が多い！

3 資格を重視する
傾向がある？

◉資格重視傾向◉
　全国的に、男子よりも女子の方が資格のある職業
に就くことを重要視する傾向があります(p<.05)。ま
た、男女ともに首都圏よりも非首都圏の方が資格を
重視する傾向が強いようです(p<.05)。

　女子の方が資格を重視する理由としては、結婚・
出産に伴うキャリアの断絶を考慮しての安全策だと
推測できます。

　地方において首都圏よりも資格が重視される理由
は、地方におけるキャリアのロールモデルが、資格
のある職業（医師、薬剤師など）に偏ってしまって
いることが大きいのではないかと推測されます。

◉資格重視傾向と東大志望度◉
　一方、資格重視傾向と東大志望者割合には、男女
ともに明確に負の関係があるとは断定できませんで
した。

　これは、男女ともに資格を重視しない人の割合が
非常に少なく、資格重視傾向の低い段階における東
大志望度の回答に、個人差の影響が大きく出てしま
った結果と推測されます。

男子より「女子」
首都圏より「地方」
で資格を重視する傾向が見られた！

資格を重視することと東大志望度の関連は
見られなかった

相関なし



５学歴を
あまり重視していない？

まとめ・polarisからのメッセージ

◉学歴重視傾向◉
　非首都圏においては、女子は男子に比べて偏差値
の高い大学に行くことを自分の将来にとってあまり
重要だとは思っていないことが分かりました
(p<.001)。

　一方、首都圏においてはこの項目で男女差は見ら
れませんでした。しかし、首都圏の男子と非首都圏
の男子においては差が見られなかったため、特に非
首都圏の女子が大学の偏差値をあまり重視していな
いということが分かります。

◉学歴重視傾向と東大志望度◉
　また、大学の偏差値を重視する傾向(学歴重視傾
向)と東大志望者割合には男女ともに正の関係が見ら
れました。したがって、地方女子の学歴をあまり重
視しない傾向は、地方女子の東大志望度に少なから
ず影響を与えているといえます。

◉保護者の影響◉
　さらに、女子においては保護者から偏差値の高い
大学に行くことを期待されている人ほど、偏差値を
より重視する傾向が見られます(首都圏：r=.21、非
首都圏：r=.27)。

　また非首都圏では保護者は娘に対しては息子ほど
偏差値の高い大学に行くことを期待しない傾向があ
ります(p<.05)。よって、地方女子の学歴を重視しな
い傾向には、保護者の期待の低さが少なからず関与
していると考えられます。

　今回の調査により、まず女子の自分の学力を過小評価する傾向が、東大女子率の低さ
に大きく関わっているという重要な結論が得られました。
　また、地方女子の学歴を重視しない傾向や、女子全体における浪人忌避傾向、上京忌
避傾向も少なからず影響があると考えられます。
　一方で、女子の資格を重視する傾向が東大への志望度を下げているという明確な証拠
は得られませんでした。
　しかし、地方の優秀な女子学生が東大よりも資格の取れる地方国公立の医学部を選ぶ
という傾向は常々言われていることであり、また実際に女子において男子よりも資格を
重視する傾向が見られたことから、東大女子率の低さへの何かしらの関連はあると考え
られます。さらなる精度の調査が望まれるところです。

　私たちpolarisは、今回得られた結果を生かし、女子中高生の皆さんの自由な進路選択
を応援するためにさらに効果的な活動を行っていきたいと考えています。
　イベントやSNSを通じて、等身大の私たちの高校時代や受験勉強、大学生活について
発信していくことで、女子中高生の皆さんのモチベーションや自信に繋げられたらと思
います。
　また東大の女子学生の中にも、浪人を経験した人や地方から出てきて一人暮らしをし
ている人は数えきれないほどいて、それぞれの学生生活を楽しんでいるということをお
伝えしていきたいです。
　興味を持っていただけたら、ぜひpolarisのHPやSNSを覗いてみてください。そして
ぜひ一度私たちのイベントにお越しください。皆さんとお話しできることをメンバー一
同楽しみにしています。

　今回の調査により、まず女子の自分の学力を過小評価する傾向が、東大女子率の低さ
に大きく関わっているという重要な結論が得られました。
　また、地方女子の学歴を重視しない傾向や、女子全体における浪人忌避傾向、上京忌
避傾向も少なからず影響があると考えられます。
　一方で、女子の資格を重視する傾向が東大への志望度を下げているという明確な証拠
は得られませんでした。
　しかし、地方の優秀な女子学生が東大よりも資格の取れる地方国公立の医学部を選ぶ
という傾向は常々言われていることであり、また実際に女子において男子よりも資格を
重視する傾向が見られたことから、東大女子率の低さへの何かしらの関連はあると考え
られます。さらなる精度の調査が望まれるところです。

　私たちpolarisは、今回得られた結果を生かし、女子中高生の皆さんの自由な進路選択
を応援するためにさらに効果的な活動を行っていきたいと考えています。
　イベントやSNSを通じて、等身大の私たちの高校時代や受験勉強、大学生活について
発信していくことで、女子中高生の皆さんのモチベーションや自信に繋げられたらと思
います。
　また東大の女子学生の中にも、浪人を経験した人や地方から出てきて一人暮らしをし
ている人は数えきれないほどいて、それぞれの学生生活を楽しんでいるということをお
伝えしていきたいです。
　興味を持っていただけたら、ぜひpolarisのHPやSNSを覗いてみてください。そして
ぜひ一度私たちのイベントにお越しください。皆さんとお話しできることをメンバー一
同楽しみにしています。

学歴を重視するほど
東大志望度が高い！

偏差値の高い大学に行くことを
非首都圏女子はあまり重視していない！
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